
アンケート実施方法： 3/14(月)　市内各社にＦＡＸにて送信。
アンケート実施数： 会員企業・管内工業団地約1000社 回答数： 339社(3/23　12：00時点)

野田商工会議所では、3/11に発生した東北地方太平洋沖地震により被災した、野田市内企業の被害状況・今後の事業継続にかかる情報について、

状況把握と今後の対応に資するため、緊急に各企業の情報を収集いたしました。

被害なし

66%

被害あり

34%

Ｑ１-１「事業所建物（事務所・店舗・工

場）」への被害はありましたか？
回答：337件

（被害なし：223

被害あり：114件）

事務所

30%

工場

26%

店舗

29%

その他(倉庫

等)

15%

Ｑ１-２ 被害施設

回答：118件

（事務所：35件

工場：31件

店舗：34件

その他：18件）

屋根

10%

瓦

13%

壁

32%

天井の崩落

11%

窓ガラスの破

損

17%

その他(タイ

ル・配管等)

17%

Ｑ１-３被害箇所

回答：163件

（屋根：17件

瓦：21件

壁：52件

天井の崩壊：18件

窓ガラス破損：28件

その他：27件）

被害なし

76%

被害あり

24%

「Ｑ２-１機械・設備・什器・備品」の損壊・

破損の被害はありましたか？

回答：318件

（被害なし：242件

被害あり：76件）

生産機械器具

26%

事務機器

34%

車両等

3%

その他

37%

Ｑ２-２被害設備

回答：70件

（生産機械器具：18件

事務機器：24件

車両等：2件

その他：26件）

被害なし

78%

被害あり

22%

Ｑ３-１ 「商品・製品・仕掛品・原材料等」へ

の被害はありましたか？
回答：315件

（被害なし：246件

被害あり：69件）

商品

52%

製品

17%

仕掛品

16%

原材料

15%

Ｑ３-２被害製品等

回答：65件

（商品：34件

製品：11件

仕掛品：10件

原材料：10件）

長引くと影響

あり

77%

計画停電の状

況に合わせ調

整可能
23%

Ｑ４-１計画停電の状況による影響

回答：123件

（長引くと影響あり：95件

計画停電の状況に

合わせ調整可能：28件）

1～2日

28%

3日～1週間

16%
1週間～2週間

9%

2週間以上

11%

1ヶ月以上

12%

2ヶ月以上

12%

復旧の見通し

が立たない

12%

Ｑ４-２復旧の見通し

回答：67件

（1～2日：19件

3日～1週間：11件

1週間～2週間：6件

2週間以上：7件

1ヶ月以上：8件

2ヶ月以上：8件

復旧の見通しが

立たない：8件）

アンケートタイトル： 被害状況をお知らせください。

東日本沖地震に関する 野田市内企業の被害状況･事業活動継続に関する情報提供について

コメントの主な内容：
ガソリン不足の不安が、９１件のコメントの内、実に３１件。続いて、計画停電の情報の明確化を望む声が多い。２４件。計画停電による深

刻な影響も懸念されるとする回答が６件となっている。流通のマヒや渋滞による被害が多く出ている。材料が入らない又は高騰化による影響が
心配、生産量の落ち込みが深刻。すでに地震前の5割に落ち込んでいるとの企業もある。被災地方面の取引先との連絡が取れなくなり、売掛回
収、材料・製品仕入れなどが困難となる企業もある。飲食・サービス業では、トップシーズンとなる時期である中で、予約のキャンセルも相次
ぎ、売上げへの打撃があるととの意見が多い。影響が大きく危機的状況の企業もある。


